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概 要

h t t p s : / / m o r i m a c h i - d o o r . k i n o h e i . j p /

森を育む空間デザインへの入口

「もりまちドア」プロジェクト

目的

非住宅分野の木材利用を促進する

おもに非住宅の空間づくり（内装・家具等）におい
て、国産材（スギ・ヒノキ等）の価値を活かす木材
利用を増やすことで、木を植え育てる費用が もり側
へ戻り、次代に健全な森を受け渡していくことので
きる状態をめざす。

２．プロジェクト概要

目標

“木材の背景”を知ることが、
“空間クリエイター（デザイナー･プランナー等）・
施主（事業主体者）の意識・行動変容を促す”ことを
実証的に試みる。

↓

   “森を育む空間デザイン”の、プレーヤーの輩出と
   豊かな空間事例の創出を後押ししていく。
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４．プロジェクト背景（2020年度時点）

https://www.rinya.maff.go.jp/j/kikaku/hakusyo/r1hakusyo_h/all/chap3_2_2.html

日本の人工林の半数は利用期。
使って、再造林・育林が必要。

コロナ禍の社会において
実空間のあり方が問い直される

非住宅分野の木造･木質化に注目。

内装･家具等分野でスギ・ヒノキ等
を使用する機会が少ない

国産材利用に積極的な
施主がまだ少ない

SDGs等を背景に 
森林の多面的機能も再評価。

No三密、アフターコロナの社会で、
実空間にはオンラインではできない

体験価値が求められる。

使う必要性を知る機会が少ない。施主との合意が必要。
カタログで選ぶ。色･柄のバリエーションが大事。

時間、価格に余裕がない。等

公共施設と違い、与件として国産材の使用を
求めるオーナーはまだ多くない。

社会

業界
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５．課題抽出（2020年時点）

“非住宅分野の木材利用を促進する”ために、“空間クリエイター・施主の意識・行動変容を促す” には？

さまざまな課題も、

“クリエイター・施主が、木材の背景への原体験を持っていない”
という状況を変えることがカギ。

そうすることでクリエイティブ力を産地・素材のための使えるようになる。それは豊かな空間づくりにも必要なこと。
多くの想像力がはたらくきっかけをつくることで、多様な解が生まれ、育っていく。

森と木材生産のサステナビリティに資する新たな需要や、新たなファンづくりにつながるはず。

デザイナーは視覚的要素が重要
色･柄のバリエーションや微妙な違いが重要。

木は、表情は多様でも色柄は似ていてかつ全く同じ物はない。
普段扱っている工業的マテリアルとは異なる性質。

もり/まちの常識が違う
よって立つ背景が違うため認識にギャップがある。
長時間軸/短工期、原木価格を上げたい/低予算、

良材生産/色柄の幅、生物/物品等々…

木材・産地への想像が広がらない
生産地の森が近くにあっても、

暮らし、学業、仕事の日常で接点がほぼないため
想像がつながらない。

目的 目標

もり/まち共通ビジョンがない
供給/需要側は利益相反な面もあり、 

お互いを知らずにニーズだけ伝えあっても
一方通行では応えられない。共通の目標が必要。

非住宅分野（内装・家具）の木材利用側が感じる課題例

そもそもサプライチェーンに入っていない
この分野ではスギ･ヒノキを日常的に使う習慣がなく、
林業・木材産業を支える安定需要先になっていない。
意識して求めない限り木材も情報も流通してこない。
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課題の絞り込み



６．課題解決の方法

課題解決の方向性（本プロジェクトの主旨）

“もり” の林業・木材産業事業者と、“まち” の空間クリエイター（デザイナー、プランナー、施主）に、
互いの背景を知り 人と人で深くつながる体験機会を提供。

それを通し、想いを共有し、森を育む空間デザインを共同創造していくことを後押ししていく。

展開方針

“木材の背景”への体験を提供
“まち”の空間クリエイターに、気付きと行動変容の起点となる産地体験を提供。
木材利用を巡る課題や魅力、持続可能な木材利用のあり方への共通認識を持つ。

“対話と共創”を促す
対話の機会を設け、“次代の森を育む”という共通のビジョンにフォーカスした
もり/まちの共同創造のドラマが生まれることを後押しする。

１ ２

３ ４

一次情報を デザイナーに響く表現で発信
既存情報の再編集ではなく、新たな体験を提供し、そこから生まれるドラマ
を広く発信。クリエイターの感性に訴え、追体験にもなる表現で。

持続的に関われる産地の窓口となる方を紹介
もり/まちが相談しあえる関係性を築いていく。産地の窓口となって木材
利用の相談に乗ってくれる方をWEBサイトでご紹介する。
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概 要

訪問先で知った木の魅力と課題をデザインに

スギ･ヒノキ無垢材･原木の積極的な活用

乾燥の「時間」を活かす

産地の方々との協働

木材の多様な使い方への取組み

柱材を乾かしながら使う 
西川バウム「はしらベン
チ」のしくみを応用し、
オフィス内で展開。香りを
楽しみ、木材ショールーム
機能を兼ねる実験中。

材としてあまり使われない部分の活用

合板を仕上げ材としてアレンジし
ふんだんに使用

生きものの存在感を
そのまま活かす

産地や加工について理解を深め、飯能、尾鷲、多摩の木材を利用。
既製家具も含め100％フェアウッドを採用。

木材乾燥期間を有効活用
サイクルが続く計画

芯材や端部、黒芯等、
様々な表情の材を座面や台に活用
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９．プロジェクトの詳報 実施後の効果 プレーヤーと木質空間の輩出事例
ものがたりの続きを問いかけるような木の空間は、訪れた人の新たな着想や、木質空間の提案機会にもつながっています。

乃村工藝社オフィス RESET SPACE_2
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９．プロジェクトの詳報 木質空間事例から “森を育む空間デザイン”への可能性を感じた点

木は未知の魅力だらけ。もり/まちのキャッチボール
から新しい用途・デザインが生まれる。
木材の可能性ともったいなさに気づき、もりの生産者とのキャッチ
ボールをくりかえしながら、もり/まち協働でデザイン･製作する。
それにより、非住宅空間にマッチする新たな使い方や、新鮮な空間
が生まれる。

デザイン：奥山 枝里
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９．プロジェクトの詳報 木質空間事例から “森を育む空間デザイン”への可能性を感じた点

木の専門家ではなく
空間デザイナーだからこそ生み出せる使い方もある
色や柄といった視覚的要素で空気感をデザインする感覚で、床材に
白いヒノキ合板を選び、更に白の拭き取り塗装を施したり、タイル
に合わせてグリッドを印刷したり。節の有り無しも使用箇所によっ
て使い分けたり。合板にも仕上げ材としての新たな用途の可能性が
広がる。

デザイン：佐々井 歩



10．自身が考える木材コーディネート

持続可能な木材調達への想像力のない
今のわたしたちのまま、
便利にいっきにたくさんの木をつかったとしても、

少し先には、加速度がついた需要で
森が疲弊してしまう心配があるのではないか…

持続可能な木材調達への想いを共有し、
もり/まちの対話と共創で
豊かな空間を創っていく人が一人でも誕生すれば、

その人の想像・創造力の広がり、
人とのつながりとともに、
豊かな木質空間と豊かな森が未来へ広がっていく。
その可能性は無限大。

多様な関わりから多様な価値を生み出す木のように、
ひとり一人の個性を活かし、人も森もゆたかになるしごとを
もり/まちの対話と共創を通じて世に送り出していきます。

ビジョン（課題解決の成果）
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11．成果の波及 (プロジェクトの汎用性）

どの業界も一社に一人は
“まち側 インナー木材コーディネーター” に。

ESG経営にも貢献できます。

例えば、自社のサステナブル経営のためのCO2排出量削減、オフィスリニュ
アル・店舗改装、什器・備品の交換等でのSDGｓ貢献、地域とつながるノベ
ルティ製作、社員研修での産地体験等々、勤務先での立場を活かして森を育む
木材利用の内需や商材・サービス等を創出する方法はたくさんあります。
所属企業・組織の社会的価値・事業価値を高めながら、活動の持続可能性に
とっても強みとなります。

どの地域にも一人は
 “もり側 木材コーディネーター”を。

産地体験会とのセット展開も効果的です。

相談先がほしいというユーザー側のニーズに応え、地域全体のバランスを見て
対応できる木材コーディネーターの存在が必要とされています。
また、もり/まちで相談しあえる関係性になるためにも、まずは、まち側がもり
側を訪ねる産地体験会を実施し、交流を通して産地と木材コーディネーターの
存在をアピールするのも効果的です。

もり まち

木材コーディネーターが、もり/まち（供給側/需要側）双方にいることで、対話も共創も進みます。

9

供給側 需要側

非住宅の需要は都市部に多いこと、需給一体型は都市部ではできないこと、まだ市場が確立されていないので供給側だけではニーズがわからないこと等々から、
まち側（需要側）にもこの機能があるとよいのではないでしょうか。

木の多面的な価値を活かし、所属企業･組織･事業の価値を高める内需やプロジェクトをつくれば、
仕事がソーシャルグッドに楽しくなって仲間も広がります。

森を育む目的を共有し､利益バランスと山元への利益還元に努める



12．今後の展開

“まち側 インナー木材コーディネーター”として、
木材コーディネイトを実現するために必要な対話の、まち側におけるベースをつくります。
森も空間も人もゆたかになる新たな需要づくり、木のファンづくりに貢献していきます。

木材コーディネートは、各業界（関係者、ステークホルダー）の基本的な理解・共感がないとうまくいきません。
逆に言えば、関係者（事業主体者、デザイナー、プランナー、プロダクトディレクター等）の理解・共感を得ることが
木材コーディネイトのベースになります。

乃村工藝社グループの、札幌・仙台・名古屋・京都・大阪・広島・福岡・那覇といった
東京以外の拠点も近隣の木材生産地と連携していきたいと考えています。

各地の木材コーディネーターさま、ぜひご連携ください！
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乃村工藝社グループ 国内事業所

１ ２ ３森を育む木材利用の
事例＆プレーヤー創出の後押し

業務推進等を通じた関係者とのコミュニケーションや
提案により、森を育む木材利用への興味喚起、理解促
進、事例創出を後押ししていきます。

自分の仕事が森の育成につながることの
気づきの後押し

クリエイター･施主等を対象とした産地体験会、
木質空間事例見学会等を推進します。それと共に、
もり/まちの対話と共創の機会へつないでいきます。

プロジェクト･商材等の
もり/まちインキュベーション活動

森も人も豊かになるアイディアや仕事等をもり/まちの
キャッチボールから共創していきます。目的を共有した
立場の異なる方々の話からすべきことが見えてきます。
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